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「６年生ありがとうウィーク」を振り返って  

３月になりました。今朝もそうですが、もう少

しの間は、まだ寒い日がありそうですね。 

今日は、皆さんと一緒に２月下旬の「６年生あ

りがとうウィーク フィナーレ」について、改めて

振り返ってみましょう。もうすぐ卒業していく６

年生は、これまでに様々な場面で、１～５年生の

お手本となる姿をたくさん見せてくれましたね。 

 

   （フィナーレの会の写真を提示） 

  フィナーレ当日は、全校の皆さん一人一人の

「今までありがとう！」「これからもがんばっ

て！」の思いがあふれる、優しさに包まれた時間

になりました。 

「ありがとうウィーク」の準備は、順調なこと

ばかりではなかったはずです。みんなの意見がな

かなかまとまらない、思うように準備が進まずに

「本当に間にあうのかな」と心配になったような

こともあったでしょう。でも、そんな一生懸命な

気持ちと協力があったからこそ、「ありがとうウ

ィーク」は皆さんの心にずっと残る、思い出深い

ものになったのだと思います。 

 

私は、２月の「６年生ありがとうウィーク」の時期に毎年、思い出すシーンがあります。 

ずっと前にいた学校での「６年生を送る会」でのことです。こんなふうに、全校朝会で子ども

たちに話すのは初めてです。その学校の６年生は４クラスあり、120人以上の子どもたちがいま

した。 

そのときの写真は残っていないので、「イメージの写真」を映しながら話しますね。  

（エピソード 概要） 

会のエンディングで、６年生が感謝と決意の気持ちを込めて合唱をしていたが、曲のク

ライマックスで予期せぬトラブルが発生。合唱が止まり、一瞬、体育館が静まり返った。 

 6年生は戸惑いの表情を見せたが、すぐに気持ちを立て直し、また歌い始めた。トラブ

ルが解消しない状況下で、直前練習のとき以上にハーモニーを響かせ、振り付けも力強く、

最後まで堂々と歌い切った。 
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 フロアに座っている子どもたちもその６年生の姿をじっと見つめ、聴きいっていた。子

どもたちのそのような姿に私も、周りの職員も強く心を打たれた。あのときの 6年生、そ

して１～５年生の姿は、今も忘れることができない。  

 

どんなに準備をしても、練習のときに完璧にできても、本番では何が起こるか分かりません。

それは、よくある「普通のこと」です。 

 

「ありがとうウィーク フィナーレ」でも、ちょっとしたトラブルやハプニングはありました。

でも、そのことで大きな声を出して騒いだり、笑ったりする人は、誰もいませんでした。 

  トラブルやハプニングが起こった後の

ほんの数秒の中で、一人一人が、「自分

にできる、いちばんよい行動」を選ぶこ

とができました。そのような皆さんの姿

を見て、私は本当にうれしく思い、感動

しました。「フィナーレ」がとても温か

い会になった理由は、そこにもあったの

だと思いました。 

 

 

 うまくいくことだけが大切なのではありません。悩みながら前に進むこと、話し合いながら形

にしていくこと、そして、「そのときに取れる、いちばんよい行動」を考えること、これらは、皆

さんが大人になっていくときに、大切な力になっていきます。 

 

４月からの一年間で、担任の先生や友達、そして、いろいろな形で皆さんを応援してくれる先生

たちや地域の方々とかかわりながら、一人一人が心も体も大きく成長してきました。今の学年もあ

と１０日と少し。今の教室で過ごせる時間は残りわずかです。６年生の新しいスタートの日、卒業

式ももうすぐです。 

 終わりはさびしいものではありません。次の始まりをつくる時間です。残りの時間、「今の学年

で最後、どんなことをがんばるか」「４月からの自分にどうつなげていくか」を考えながら過ごし

ていってください。 

 

 

 


